天文同好会総会の記 by TO
Title天文同好會總會の記
Author(s)TO




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
75
天　文　同　好　會
総　　會　　の　　記
Fl一 。 生
（前 記）
　昨年の総會で1931年は廣島でと決議されたので，微力な私達は非常な重荷
を感じて居りました・10月船囲からボツボツ準備を始めました・
　11月始大阪へ商用で行き京都へ審り池［1］，三宅爾氏と打合せ等を致し，錦
廣致しましてからも，支部総勲等を開き，準備を進めました．
　11月15日，山本先生が廣島西理科大學の天文學講師として來廣されました．
先生にも種々と御相談申し上げ，市中へは講演會及び観測會の立看板を出し，
チラシを配り，各方面へ案内歌を出す等して，日1日と近づく総會のそのHを
待ち望んで居りました・
　　　　　　　　　　　　　（講　　演　　愈）
　11月21H一水野先生始め各地方から會員が來廣されました．
　天文大講演會は畑島高等師範の大講堂で18時30分から馴れました．
　眞田安夫氏の開會の融こ習いて，嫌高の宮本正太郎君が，差支への貯め出
席されぬ中村要氏の　“望達鏡の浮腰”の原稿を朗讃されました．
　次に山本先生の“彗星の天文學”と題された御輿演がありました．内容は
天界へ載られる事と思ひますから略します．
　講演が濟んで山本先生の御説明で天文同好會製作の幻燈爲眞が映鶏されま
した．宇宿の神秘を目のあたりに見，今更乍ら偉大さ計嚴さに目をみはらさ
れました．休日績きや種々な集會の工め來聴者は約300名でしたが皆熱心な
人ばかりでありました．出口で星圃，天膿縮葉書等を希望者にお分け致しま
した．
　　　　　　　　　　　　（天　女　展二二）
　翌22日一うららかな小春臼和，室はあくまで青く，太陽はなごやかに我
等の前捨を親幅するが如くに輝いて居ります・會員は京都，四國及び山口縣
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其他より績々噸数されました．
　91、よウ大郷の新館で天文展覧會が催されました．数日繭から苦心して陳列
されたもので，山本先生をして“珍らしい”立派な展覧會だ，いつまでもこ
うして置v・て1人でも多くの人に見せたい”と言はしめた傑作であります．大
規模な出品物は有りませんでしたが京都其他からの出品は無くても，大部分
を廣島で集める事が出來たのはうれしうござV・ました．
　其他，殿様愛用の望遠鏡や，星型等を出品する事が出來なかったのは残念で
した，爾別室で中村饒氏考案の萬有引力の説明機を實験してk見せしました．
　其外に廣島地學同好會の和田氏より面白v・文献を大書して御出品下さv・ま
した・山本先生も非常に面白いと熱心に讃んで居られました．五障の皆様に
も是非御一景をと思ひますので全記事を掲げさせてV・たN“きます・
　　　　　　　　　　　　　　縮　　　曾
　U月22日一一／3hに大學へ集った一一一s同は，総点と懇親會を嚴島で一緒にする
事にして，急行電車で嚴島へと急ぎました・　（會揚が嚴島の呑め出席出盛な
v・廣1島の會員が多かったのは残念でした）我々を乗せた電車は美くしい内海
の海岸線を藤島へとフルスピード．やがて電車宮島騨のブラツトホ1ムへお
ろされた一行は連絡船彌山丸へ乗り込みました．あこがれの嚴島！そして大
鳥居がかすかに見えるではありませんか！船室へ入る人はありません．みな
上甲板へ上って仕舞ひました．荒木健出面と私の讃歌合唱，やがて嚴島の桟
橋へ着きました．會揚の錦水舘はほど近くにあります．行く道の爾側は土産
物店のオンパレード．キヨロキヨロしながらもう土産物を物色して居る氣早
な入もあります．
　荷物を平水舘へおいて，一同は見物としゃれかけました．ガイドは私。近道
をして塔の岡へ昇り特別保護建造物の五重塔を見て千聾閣の中を小高い所か
見て，上賑した事に致しました．“閣内に澤山あウます庭の杓子は敵をめし
取ると言ふ意味で出征將卒が奉納したものであります”私の案内ぶりは100
パー一　kントです。
　長い石段を下ると嚴島国刷二です．紅ぬりの1隔2間1尺長さ148間2沢の廻廊を
う上りうねりと進行．日本一の木の大鳥居を海上に見て祭禮の際のにぎはし
さ，床の下まで海水にしたる事など説明し乍ら示師i二選ロへ出ると，もう靴が
キチンと並べてあります．“、何んと早い事だらう”と山本先生の目がまるい．
　1画薩を出て砂濱へ下りて記念撮影の後大願寺へと足を向けました．こSlよ
日本三丁丁の一つ．池［il會副’殿の最敬禮には恐れ入りました．嚴島の戦の時
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流血の巷と化した大元公園，こNには宮島ホテルがあります．そして，こん
な侮近くに椎の純林があるのは世界無比です，
　植物害者池田政晴氏のilは猫の目の様にうごきます・大元艸門前から山の
中腹を迂回する遺遙道路へ出ました．途中の茶屋で名物「力もち」とコーヒ
ーに力を付けて二重の塔を見て彌山登口へ達しました．もすこし早ければ彌
「山登りも出町るものをと一同登口から上を見て残念そうに紅葉谷へと足を向
娠編
麟ua
群島に於ける山本會長と水野副會長・
けました．
　“こSから紅葉が
多くなります”紅葉
のトンネルや鹿の遊
ぶ楓の木の一ドを通り
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‘‘ 竚iなるかな！絶
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異口同音に禮賛，三宅義夫氏はしきりにパチリバチリとシャッターを切って
居られました・こNから紅葉谷へ一ドリ關西一の稻あるガーデンゴルフ揚を見
て紅葉谷公園へ出ました．美くしい紅葉の中の道を釣べ落しの秋の日暮，榊秘
境に遊ぶ心地，紅色の橋，小川のせSらぎ，すべてを夕霧の中にのみ込んで
仕舞ふ頃，入が通れば店頭へ電燈を灯ける節約ぶり井上蔵相がxa　．一びを臭れ
さうな物産店の前へ出て居ました．夕潮が廻廊へおし寄せて回る雄大さを見
乍ら三笠濱へ出て會揚駆水舘の落付いたの1！］　18i）近くでありました．
　私の挨拶の後凶賊の幕は切って落されました．水野先生を座長にして諸報
告協議等約2時間にわたりました，この内容も別に磯表される事と思ひます
から略します，
　やがて食事がはこばれました。飯氏夫人を加へて賑はしく，雑談の内に山
海の珍味を室腹へつめ込みました．
　食後，中村饒氏のコミックを除興として致しました．“引力を無くする法”
“光より早い實験。“舌へ針金を差す法，，等々一同をヤンヤと言はせました．
天時バグシの御手際に山本先生水野先生等，不可思儀さに目をまるうして御
座る．中村氏の居ない間々には私の種明し．一同“何んだドL‘來年の総會
までには一つ習って置きたい”と山本先生のお仰せ．一同大はしゃぎ．
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　汽車の都合で出護された人々を除いて，残る8人，水野先生御獲案の「星座か
るた」を始めました．馬手は水野先生，池田氏の手の早い事．水野先生のイン
チキには恐れ入りました。私達の札は皆々細ない．最後に山本先生と私との
塁寸陣になりました．たがひに1枚の持札．見る者も手に汗を握る大接戦．天下
の天文學者を向ふに廻しての職雫．何くそ負けるものか！………勝利の旗は
私に上りました．天文學者も若人の意氣には勝てません．酒折花合式の方法
をやり，夜の夏けるのも知りませんでした．“星座かるた，，天文愛好家には是
非御一遊をおすSめしたいと思ひます．そして一．一一時も早く印刷されて費出さ
れん事を望みます．
　　　　　　　　　　　　　（観　　　測　　　會）
　11月23日…一文理科大學新旧バルコニー一で槻測會を催す筈でしたが生憎の
曇天の撮め山本先生水野先生を中心に座談會を開きました・水野先生の東京
天文蘂訪問門前彿の憤慨談，京都にプラネタリーム据付けの話t廣二天文憂建
設の相談（島島に大望遠鏡を寄附する特撮家無きか？）山本先生“自分が來て
一度も雨が降らない．天文豪としては最良の∫け也だ”とおっしゃる・“思想善
導と言って話をしたり，いらぬ金を使ふより望遠鏡で大宇雷を見せた方がど
れほど有効だか知れない”と私も口を合せました．201’　30’nの汽車で水江f．先生
は御出護．221’近くまで話談に過して，倣會致しました．
　23日の槻測温が駄目だつたので28日にと新聞へ廣缶致しましたが，此の日
もやはり駄口，翌29日も同じく曇りでした・親測曾にはどうも縁が無いらし
いので中止する事に致しました．でも熱心なフアン達は曇天にもかNわらす
毎夜20名近く押寄せて來ました．
　　　　　　　　　　　　　　（後　　　　記）
　11月30目一山本先生の途別會を開くつもりで居りましたが先生がお忙し
いのと，種々な都合でそれも出來す・夜5名の會員が吉川族餓へお訪ねして
お別れの言葉を申上ました．
　12月1日　　8h　20・nの汽車で先生は早島を御出獲になりました・中村氏と私
と2人でお途り致しました・
　不完全乍らも大役を果させていたY“く事の出來ました事は實に感謝であり
ます．折角遠路をお越し下さいました方々に旧しまして，いたらぬ事ばかり
で誠に申課無く存じて居ります．
多忙の爲，汽車や電解の中で切れ切れに有りし日の事どもを書綴ってみま
した．（12月7H）
